
 
希
望
に
満
ち
た
春
で
す
。
こ
こ
、
北
野
の
地
に
吹
く
風
も
、
差
し
込
む
光
も
、

あ
た
た
か
く
、
穏
や
か
な
、
春
爛
漫
。
澄
み
切
っ
た
青
空
に
、
校
門
に
咲
き
誇
る

桜
の
花
び
ら
が
舞
い
ま
す
。 

ド
キ
ド
キ
し
ま
す
。
そ
し
て
、
わ
く
わ
く
し
ま
す
。 

令
和
四
年
四
月
六
日
、
北
野
小
学
校
は
、
新
一
年
生
一
〇
三
名
を
迎
え
、
児
童

数
五
百
四
十
二
名
で
、
三
十
八
年
目
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。 

 

北
野
小
学
校
は
、
今
か
ら
三
十
八
年
前
、
一
九
八
五
年
、
昭
和
六
十
年
に
で
き

ま
し
た
。
新
し
い
校
舎
が
完
成
し
た
様
子
を
最
初
の
卒
業
生
の
尾
崎
さ
ん
は
こ

う
書
い
て
い
ま
す
。 

  

で
き
た
！
北
野
小
学
校 
 

 
 

北
野
小
六
年 
尾
崎 

真
子 

鉄
こ
つ
が
組
ま
れ
た
。 

校
舎
の
か
べ
が
で
き
た
。 

ト
ン
ト
ン
、
工
事
の
音
が
す
る
。 

学
校
の
外
を
ぐ
る
り
と
回
っ
て
み
た
。 

 

げ
ん
か
ん
の
階
だ
ん
が
気
に
入
っ
た
。 

校
舎
の
そ
ば
に
立
っ
て
み
た
。 

ツ
ー
ン
と
、
と
り
ょ
う
の
に
お
い
が
し
た
。 

 

運
動
場
に
入
っ
て
み
た
。 

と
ん
で
み
た
。
ふ
ん
わ
り
と
べ
た
。 

走
っ
て
み
た
。
足
あ
と
が
は
っ
き
り
つ
い
た
。 

 

ど
の
教
室
に
な
る
の
だ
ろ
う
。 

思
っ
た
だ
け
で
、
む
ね
が
ド
キ
ド
キ
さ
わ
ぐ
。 

学
校
が
で
き
た
と
き
、
六
年
生
に
な
る
。 

  

学
区
民
の
願
い
と
共
に
建
て
ら
れ
た
、
希
望
に
満
ち
た
「
学
び
舎
」。 

満
開
の
桜
の
中
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
し
な
が
ら
、
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
希
望

を
胸
に
校
門
を
く
ぐ
る
子
供
た
ち
。
教
室
に
は
自
己
紹
介
を
す
る
、
弾
ん
だ
声

が
教
室
中
に
響
き
渡
り
ま
す
。 

 

あ
あ
、
こ
の
子
た
ち
と
過
ご
す
一
年
は
、
ど
ん
な
一
年
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
わ

く
わ
く
し
た
気
持
ち
で
登
校
で
き
る
学
校
で
あ
り
た
い
な
。
ぽ
か
ぽ
か
し
た
心

で
下
校
で
き
る
学
校
で
あ
り
た
い
な
。 

共
に
歩
も
う
。
共
に
、
物
語
を
紡
ご
う
。 

 

こ
の
子
た
ち
と
紡
ぐ
物
語
は
、 

未
来
へ
と
続
く 

希
望
の
物
語
だ
。 

（
二
〇
二
二
・
四
・
六
） 

そ
れ
は
、
未
来
へ
と
続
く 

希
望
の
物
語
だ 

 
 
 
 

北
野
小
学
校
長 

丹
羽 

郁
人 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


